
 
 
 
 
 

ご家族、親戚、友達、仲間が集まるときに！ 
門出・健康などのお祝いに！ 

鏡開きをお楽しみください 

 
セット内容 
木製酒樽（一升、杉材） 

 

別   売 

ミニひしゃく 

木槌 

一合枡 

 

 

 

     ←内部写真     ←蓋の写真 

      本物の樽です      鏡開きが 

 しやすい 

 構造です 

 

 
 
「鏡開きの由来」 
「鏡開き」は、もともと新年の仕事・行事初めの儀式の一つです。「鏡」は円満を、「開く」は末広がりを意味します。  
昔、武家では正月に鏡餅を供え、正月 11日にこれらを割って食べるという習慣があり、これを『鏡開き』と言いました。
現在でも家庭や事務所で年の初めに鏡餅を供え、一年の健康と発展を祝って供えた鏡餅を食べるなど、正月の行事として
受け継がれています。  
酒屋では、酒樽の上蓋のことを鏡と呼んでいました。昔から日本酒は様々な神事を営む際に神酒として供えられ、祈願が 
済むと鏡開きをし、参列者でお酒を酌み交わし、祈願の成就を願うことが習慣となっています。 
鏡餅を割って食べる「鏡開き」も、神事での酒樽の蓋を開く「鏡開き」も、ともに新たな出発や区切りに際し、健康や幸
福などを祈願しその成就を願うものです。このことから最近では新築家屋の完成時、創立記念日、結婚披露宴などで、樽
を威勢良くあける「鏡開き」を行うことが多くなりました。 
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